
　eへ

ラ

ス

　や
コ

イ

（上）

ψ

　
　
第
一
章
ホ
メ
・
ス
よ
り
観
た
る
ペ
ラ
ヌ
ゴ
イ

　
　
第
二
章
へ
・
ド
ト
ス
よ
り
甥
澹
ろ
ペ
ラ
ス
ゴ
イ

　
　
第
一
項
　
　
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
定
ヘ
ソ
ネ
ス

　
　
第
一
一
項
　
　
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
ぐ
」
ペ
ラ
ル
ギ
コ
ン

　
　
第
三
項
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
亡
工
㍗
ル
ス
キ

　
　
第
三
章
ベ
ラ
ス
ギ
コ
ン
定
ペ
ラ
ス
ゴ
ス
（
以
下
次
號
）

　
　
第
｝
項
　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
つ

　
　
第
二
項
　
　
ア
ル
ゴ
ス
の
ペ
ラ
ス
ゴ
イ

　
　
第
三
項
　
　
テ
ス
サ
》
ア
の
べ
ラ
ス
ゴ
イ

　
　
第
四
出
早
　
　
ペ
ラ
ス
ゴ
オ
・
論
吏

　
一
般
古
代
吏
に
勝
て
特
に
研
究
の
困
難
を
戚
す
る
の
は

或
る
民
族
の
超
源
芝
生
、
或
は
そ
の
歴
吏
上
の
極
値
を
論

ず
る
場
合
で
あ
っ
て
、
概
ね
諸
明
家
漏
し
て
、
吾
々
後
學
の

徒
は
何
れ
に
從
ふ
べ
き
か
に
迷
ふ
の
で
あ
る
。
古
代
希
…
臓

民
族
研
究
に
際
し
て
も
、
や
は
り
そ
の
戚
を
深
く
す
る
の

で
あ
っ
て
、
希
…
臓
の
先
住
民
ご
辮
せ
ら
れ
る
ペ
ラ
ス
ゴ
イ

　
　
　
　
ベ
　
ラ
　
ス
　
ゴ
　
イ
　
　
（
吉
原
）

　
　
　
　
　
　
吉
　
原
　
　
好
　
人

（
勺
。
寅
確
9
な
ご
は
、
實
に
二
千
年
來
種
々
に
議
論
せ
ら

れ
て
居
る
有
楼
で
あ
る
。
今
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
に
開
す
る
古
代

入
の
諸
説
を
紹
介
し
て
、
幾
分
な
り
こ
も
こ
の
問
題
を
明

ら
か
に
し
た
い
ご
思
ふ
。

　　

@
笙
章
ホ
メ
ロ
ス
よ
り
見
た
る
べ
・
フ
ス
ゴ
ィ
倒

　
ノ
・
ソ
ァ
ス
（
H
H
O
Q
轟
O
－
○
○
鼻
9
・
）
に
べ
ラ
ス
ゴ
イ
は
、
　
ト
η
イ

の
同
盟
軍
こ
し
て
描
か
れ
ヒ
ッ
ボ
ト
ウ
ス
（
H
由
一
℃
℃
O
け
げ
○
＝
ω
）

及
び
ビ
レ
ウ
ス
（
℃
覧
8
器
）
が
鎗
を
以
て
有
名
な
ペ
ラ
ス

ゴ
イ
を
拳
ひ
て
、
「
豊
沃
な
プ
リ
ず
」
（
轡
醇
㎞
ω
9
）
か
ら
ト
ロ

イ
役
に
墾
面
し
て
居
る
。
か
く
ホ
メ
ロ
ス
は
、
ペ
ラ
ス
ゴ

イ
を
一
民
族
こ
し
て
、
プ
ヲ
ア
ム
の
仁
方
こ
し
て
歌
っ
て

居
る
。
同
蛍
鶴
露
●
意
G
。
二
お
に
は
彼
等
が
ト
”
イ
ご
海
岸
こ

の
問
に
、
居
を
盗
む
る
こ
ご
が
述
べ
ら
れ
て
居
る
が
、
勿

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
四
盤
　
　
五
八
五



　
　
　
　
ベ
　
ラ
　
ス
　
ゴ
　
イ
　
　
（
吉
原
）

論
こ
れ
は
彼
等
の
調
和
の
時
の
住
地
で
な
い
こ
ご
は
明
ら

か
で
あ
る
。
故
に
ベ
ラ
ス
ゴ
イ
の
住
地
を
決
定
す
る
に
は

彼
等
が
や
っ
て
來
た
「
豊
沃
な
ラ
ジ
サ
」
が
築
庭
に
あ
る

か
い
議
論
の
中
心
に
な
る
。
先
づ
第
」
、
欧
羅
巴
に
あ
る

か
、
小
亜
細
亜
に
あ
る
か
や
問
題
で
あ
る
。
σ
ブ
ゾ
ル
ト

（】

v
蠕
も
り
。
洋
）
は
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
0
9
噌
一
翼
闘
伊
℃
勲
①
9
島
ρ
議
ω
》
　
［
①
一
㊦
ひ
q
o
ω
導

O
婁
⑦
9
μ
震
等
ご
一
緒
に
現
は
れ
て
居
る
が
故
に
、
＠
ペ
ラ

ス
ゴ
イ
を
“
＾
b
ω
碧
ミ
、
ε
す
る
。
㊤
そ
こ
で
、
ス
ト
ラ
ボ

（
ω
需
勲
げ
ひ
∀
に
よ
っ
て
み
る
と
、
ラ
リ
サ
は
小
亜
細
亜
に
三

つ
あ
る
。
ト
ロ
イ
の
西
岸
ご
、
キ
イ
メ
（
帝
国
ヨ
。
）
及
び
エ

フ
ェ
ソ
ス
（
国
冨
Φ
ω
o
ω
）
近
く
の
村
落
ご
で
あ
る
。
砕
故
に

人
々
は
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
の
住
地
を
ト
ロ
イ
の
西
岸
ピ
し
、
、
或

は
キ
イ
メ
、
或
は
エ
フ
エ
ン
ス
ご
す
る
。
然
し
「
豊
沃
な
」

Φ
臨
び
9
舞
に
贋
す
る
の
は
、
ト
ロ
イ
西
岸
の
丘
地
で
も
な

く
、
叉
エ
フ
エ
ソ
ス
の
高
地
で
も
な
い
。
寧
ろ
ヘ
ル
メ
ス

河
ロ
北
野
の
キ
イ
メ
附
近
で
あ
ら
う
○
σ
術
ス
ト
ラ
ボ
は

犠
鳶
凧
刀
な
誇
…
旨
賞
を
一
提
供
す
る
。
ア
エ
オ
ソ
ァ
人
は
、
質
ク
ヲ

　
　
　
　
　
　
餓
聖
丁
五
巷
　
　
第
四
門
競
　
　
　
五
八
山
ハ

ス
（
同
い
（
）
一
く
鷲
凶
◎
謄
）
か
ら
キ
イ
メ
に
上
陸
し
て
、
ト
ロ
イ
戦
後
疲

弊
し
た
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
を
見
出
し
た
。
し
か
も
猫
、
ラ
ヲ
ナ
、

を
占
有
し
、
画
地
か
ら
三
十
ス
タ
デ
ィ
オ
ン
距
つ
た
界
オ

ソ
ニ
グ
イ
コ
ス
（
堵
0
9
ρ
憲
畠
8
）
に
定
住
し
て
み
た
こ
。
φ

故
仁
若
し
ペ
ラ
ス
ギ
コ
ン
の
住
地
を
小
罪
に
求
め
る
ざ
す

れ
ば
、
キ
イ
メ
あ
馨
り
で
あ
ら
う
か
。

　
然
し
イ
ソ
ァ
ス
目
●
ひ
。
。
∵
ひ
。
。
U
に
は
、
希
臓
方
の
將
ア

キ
レ
ウ
ス
が
ペ
ラ
ス
、
ギ
コ
ン
。
ア
ル
ゴ
ス
（
℃
O
樹
ω
槻
貯
O
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ

ト
畦
σ
q
o
ω
）
や
ピ
テ
イ
ア
（
勺
穿
ぼ
ρ
）
ヘ
ラ
ス
（
寓
Φ
目
器
）
等
に
住
8
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

す
る
人
人
を
峯
ひ
て
ト
官
イ
役
に
墾
慨
し
て
居
る
。

　
こ
の
ペ
ラ
ス
ギ
コ
ソ
・
ア
ル
ゴ
ス
ご
い
ふ
の
は
プ
ス
サ

フ
ァ
の
ペ
ラ
ス
ギ
ォ
ク
ィ
ス
（
℃
①
貯
の
q
δ
け
一
ω
　
　
　
　
　
O
）
ぜ
い
ふ
土
地

の
古
名
で
あ
り
、
そ
し
て
ラ
リ
サ
は
其
虚
め
主
邑
で
あ
る

こ
の
地
に
實
際
の
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
存
在
し
た
こ
ご
を
古
代

史
研
究
家
マ
イ
ヤ
ー
は
力
説
す
る
。
σ

　
若
し
マ
イ
ヤ
ー
の
言
ふ
が
如
き
で
あ
れ
ば
、
ペ
ラ
ス
ゴ

イ
は
希
臓
方
ご
ト
質
イ
方
ご
雨
方
に
分
れ
て
戦
ふ
こ
ご
に

且



な
る
。
そ
こ
で
マ
イ
ヤ
ー
は
小
亜
の
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
を
否
定

し
て
、
之
を
プ
ス
サ
ヲ
ァ
に
指
定
し
、
そ
し
て
ホ
メ
ロ
ス

が
ア
キ
レ
ウ
ス
ご
同
郷
に
居
る
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
を
敢
て
ト
ロ

イ
方
に
組
せ
し
め
た
理
由
ご
し
て
、
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
ご
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
レ
ネ
ズ

南
方
の
ぜ
グ
イ
ァ
や
ヘ
ラ
ス
居
住
の
希
臓
人
ご
の
多
年
の

反
目
抗
孚
に
あ
る
ε
論
ず
る
。
⑮

　
然
し
ペ
ル
シ
ヤ
唐
心
の
時
、
ア
エ
オ
ソ
ア
人
・
イ
オ
ニ

ア
人
其
他
の
希
臓
人
が
波
斯
方
で
あ
っ
た
如
て
、
古
代
民

族
の
移
住
ご
長
い
時
の
経
過
ご
を
考
ふ
れ
ば
、
ペ
ラ
ス
ゴ

イ
が
小
亜
に
居
て
ト
ロ
イ
方
こ
し
て
戦
っ
た
こ
し
て
も
差

支
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
小
宮
説
に
賛
成
す
る
所
以
で

あ
る
。

　
次
に
如
何
な
る
材
料
に
よ
っ
て
か
く
断
定
す
る
か
不
明

で
あ
る
が
、
彼
等
の
荘
地
は
ヘ
レ
ス
ボ
ン
ト
ご
ト
ラ
キ
ヤ

東
南
部
こ
の
間
に
在
っ
て
、
此
地
か
ら
彼
等
は
各
方
面
に

移
住
し
た
ご
す
る
説
が
あ
る
。
⑱
然
し
こ
の
説
の
よ
っ
て

來
る
根
糠
を
明
ら
か
に
し
な
い
爲
、
な
ん
ご
も
い
は
れ
な

べ
ラ
ス
ゴ
イ
（
胃
原
）

い
Q

　
オ
デ
イ
ス
セ
ィ
ア
（
沼
〆
q
軌
富
N
）
に
よ
る
ε
、
ペ
ラ

ス
ゴ
ィ
は
ク
レ
プ
島
に
ア
カ
イ
ァ
人
・
ド
ー
リ
ァ
人
及
び
土

着
民
ご
勤
立
居
住
し
て
居
る
。
デ
ィ
ォ
ド
ー
ル
（
O
δ
血
。
目
）

は
ク
レ
テ
の
住
居
を
述
べ
て
、
最
も
古
く
か
ら
居
住
す
る

の
を
エ
ブ
ォ
ク
レ
ヲ
ス
（
国
8
0
ξ
0
8
ω
）
ご
し
次
に
ペ
ラ
ス

ゴ
イ
來
住
t
、
つ
い
で
ド
ー
リ
や
入
・
ア
カ
イ
ァ
人
等
が

南
下
し
た
こ
。
即
又
紳
話
研
究
家
ア
ン
ー
3
ロ
ン
（
掛
羅
臼
Q
昌
）

は
、
ド
三
（
b
豊
の
子
テ
ク
言
ス
（
円
勧
畿
・
・
函

は
ド
ー
リ
や
人
・
ア
カ
イ
ア
人
ご
ヘ
レ
ネ
ス
侵
入
仁
よ
う
、

ヘ
ス
テ
ィ
ァ
ェ
ォ
タ
ィ
ス
（
甲
H
O
o
り
四
一
勲
①
O
け
一
◎
o
）
か
ら
エ
ト
声
ソ

ヤ
の
方
へ
移
住
し
な
か
っ
た
残
部
の
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
と
共
に

ク
レ
テ
に
來
π
ご
述
ぶ
。
ω
か
く
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
ク
シ
曽
グ

に
も
居
た
こ
ご
が
想
像
さ
れ
る
。

　
以
上
ホ
メ
ロ
ス
に
現
は
れ
た
べ
ラ
ス
ゴ
イ
の
住
地
を
探

究
し
、
彼
等
が
よ
し
キ
イ
メ
ご
断
定
証
果
な
く
こ
も
、
兎

も
角
小
亜
の
曇
る
地
方
ど
、
多
島
海
最
大
め
島
ク
レ
プ
ど

纂
十
五
巷
　
第
四
號
　
　
五
入
隅



　
　
　
　
ベ
　
ラ
ス
　
ゴ
　
イ
　
（
吉
原
）

に
居
佳
し
淀
こ
ご
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

註
σ
リ
　
　
ラ
サ
サ
及
び
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
の
地
に
閲
…
し
て
手
が
、
り
建
な
る
べ
き

　
　
認
事
牒
ホ
メ
ロ
ス
に
に
殆
．
ε
な
い
O

（3）　C一’（5） （一1）
｛ll）（10x9）　〈，g）　（7）　（6）

疑
．
図
ム
の
Q
◎
ム
い
ゆ

踏
O
≦
卿
づ
『
O
＝
聾
》
O
O
言
日
O
昌
3
民
罵
O
島
国
2
0
島
O
ε
ン
b
づ
O
O
犀
い
目
く
●

宝
N
層

の
霞
9
ぴ
O
”
図
円
！
さ
H
轟
P

ぎ
蔓
に
彼
の
著
書
ロ
幹
。
蔓
9
Ω
門
§
ρ
H
総
野
裏
層
に
於
て
ラ

サ
サ
為
ト
ロ
イ
の
南
方
イ
ダ
由
の
南
ミ
凝
る
o

Q
つ
肖
吋
”
げ
O
”
　
）
肉
目
H
H
卿
H
。
⊃

　
　
　
　
　
　
O

国
F
試
曙
O
二
冨
。
話
。
ぴ
葺
薦
蝕
同
㌍
罵
掛
澤
㊦
昌
O
Φ
m
o
ピ
。
げ
8
・
ω
●
ω
ひ
・
　
∴

H
び
州
飢
．
の
●
H
目
目
●

回
H
O
考
陣
超
O
嵩
◎
降
．
轟
癖
Q
男
。
国
昌
O
楼
⊆
o
℃
p
O
岳
9
b
ゴ
ニ
〔
鎚
一
凶
O
β
●
囲
h
鹸
．

］
）
両
O
自
O
残
・
＜
●
C
◎
Q
．

ω
肯
養
び
。
・
図
．
轟
電
ρ

第
二
章

　
第
一
項

　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
L
よ
れ
ば
、

最
も
著
名
な
の
は
う
ヶ
ダ
イ
モ
ニ
ァ
入
ご
ア
テ
ナ
イ
入
ご

で
あ
る
Q
後
者
は
イ
オ
ネ
ス
で
あ
り
、
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
で
あ

ヘ
　
ロ
ド
ト
ス
よ
・
9
幅
観
た
る
ペ
ラ
ス
ゴ
イ

　
ペ
ー
フ
ス
ゴ
イ
ご
ヘ
レ
・
矛
ス

　
　
　
　
ヘ
レ
、
矛
ス
（
H
由
Φ
一
一
Φ
〔
戸
O
ω
）
の
中

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
四
號
　
　
五
八
回

る
。
前
者
は
1
3
ウ
ソ
ス
で
あ
り
、
純
ヘ
レ
ネ
ス
で
あ
る
○
σ

即
ち
ア
タ
ナ
イ
人
は
ヘ
レ
ネ
ス
で
あ
り
、
イ
オ
ネ
ス
で
あ

り
、
　
ベ
ラ
ス
ゴ
イ
で
あ
る
ε
曇
口
ふ
Q
叉
今
ヘ
ラ
ス
ド
ニ
百
は

れ
て
る
る
地
が
、
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
み

た
時
代
、
ア
テ
ナ
イ
人
は
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
で
あ
り
ク
ラ
ナ
オ

イ
（
国
§
郵
9
の
名
を
得
、
ケ
ク
ロ
ボ
ス
（
囚
Φ
ξ
O
b
o
ω
）
王
の

下
で
は
ヶ
ク
冒
ピ
ダ
イ
（
囚
Φ
ぎ
。
覧
α
包
ご
呼
ば
れ
、
エ
レ

ク
ブ
ォ
ス
（
閃
器
9
昏
8
ω
）
が
ア
ク
ロ
ポ
ジ
ス
を
占
領
す
る

に
及
び
、
彼
及
び
彼
の
一
蕪
の
信
仰
す
る
女
紳
ア
テ
ナ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ら
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
ォ
イ
ご
墾
名
し
、
更
に
ク
ス
ト
ス
（
図
－

燭
爵
。
ω
）
の
子
イ
ォ
ノ
ス
（
H
o
p
O
ω
）
圭
樺
を
握
る
に
及
び
、
彼

等
は
イ
ォ
ネ
ス
ε
欝
せ
ら
れ
た
。
＠
ア
ク
ナ
イ
オ
イ
が
時

代
に
よ
っ
て
、
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
で
あ
り
、
或
は
ケ
ク
鷺
ビ
ダ

イ
で
あ
り
、
或
は
イ
オ
ネ
ス
で
あ
る
ご
言
ふ
の
で
あ
る
。

　
ア
テ
ナ
イ
入
の
成
立
に
つ
い
て
く
目
H
・
衰
に
よ
っ
て
想

像
す
れ
ば
、
ア
テ
ナ
イ
に
か
っ
て
ベ
ラ
ス
ゴ
ィ
が
生
存
す

る
。
其
後
ケ
ク
官
ボ
ス
・
エ
レ
ク
テ
オ
ス
・
イ
オ
ノ
ス
等
一

（S6）



～

彼
等
は
傳
面
上
の
王
名
ε
し
て
も
1
兎
に
角
支
配
者
が
相

次
い
で
侵
入
し
、
從
っ
て
住
畏
の
名
も
そ
れ
に
俘
っ
て
墾

化
す
る
。
か
く
支
配
者
ご
共
に
、
其
地
の
住
民
の
名
辮
が

墾
更
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
次
次
に
異
な
つ
π
人
種
の
要

素
が
加
は
つ
て
い
っ
た
こ
ε
を
意
味
す
る
Q
こ
れ
に
つ
い

て
ッ
キ
ヂ
デ
ス
も
、
希
臓
の
有
力
者
が
学
事
や
董
・
命
の

爲
、
彼
等
の
國
を
追
は
れ
る
ご
避
難
を
ア
プ
ナ
イ
に
求
め

て
市
民
こ
な
り
、
ア
ラ
ナ
イ
の
増
大
を
立
た
し
た
こ
ご
を

述
ぷ
。
6
帥
ち
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
を
基
調
こ
し
た
ア
タ
ナ
イ
の

住
民
に
、
多
数
の
異
分
子
が
混
入
し
て
所
謂
「
ヘ
レ
埣
ス

中
働
も
著
名
な
」
ア
プ
ナ
イ
オ
ソ
が
成
立
し
た
も
の
ご
推

定
す
る
。
故
に
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
時
代
か
ら
ア
・
7
ナ
イ
人
が
成

立
す
る
迄
に
は
長
年
月
が
経
過
し
て
み
る
。
こ
の
長
年
月

の
間
に
ペ
ラ
ス
ゴ
」
の
言
語
も
多
数
の
異
種
族
の
影
響
を

う
け
て
墾
化
す
る
、
次
第
に
融
合
さ
れ
だ
希
臓
語
に
な
っ

て
行
く
。
そ
こ
で
確
か
に
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
で
あ
っ
た
ア
プ
ナ

イ
人
は
、
ヘ
レ
、
浄
ス
ご
な
る
に
及
び
彼
等
の
言
語
を
…
愛
化

　
　
　
　
岱
ラ
ス
し
呂
イ
（
吉
原
）

し
た
に
ち
が
い
な
い
Q
L
鋒
こ
い
ふ
の
は
此
間
の
清
息
を
擦

る
も
の
か
Q

　
そ
し
て
ヘ
レ
ネ
ス
は
、
彼
等
が
民
族
ビ
し
て
成
立
し
て

か
ら
は
、
同
じ
言
語
を
用
ひ
た
。
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
か
ら
分
離

し
た
當
初
彼
等
は
数
に
於
て
、
カ
に
於
て
微
弱
で
あ
っ
た

が
、
他
の
多
く
の
バ
ル
バ
ロ
イ
を
結
合
し
て
大
國
民
ご
な

っ
た
。
然
る
に
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
は
バ
ル
バ
ロ
イ
で
あ
っ
て
壇

逸
す
る
こ
ご
は
な
か
つ
π
。
φ
　
こ
れ
は
ヘ
レ
ネ
ス
が
民
族

ご
し
て
濁
謁
し
て
か
ら
は
大
い
に
膚
畳
登
諭
し
て
行
つ

だ
。
之
に
反
し
て
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
は
取
り
獲
さ
れ
、
入
ロ
も

増
殖
す
る
こ
ε
な
く
彼
等
自
ら
の
中
に
消
滅
し
つ
、
あ
っ

た
こ
ご
を
意
味
す
る
。

　
も
ε
ノ
～
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
如
何
な
る
言
葉
を
話
し
た
か

ご
い
へ
ば
、
現
存
す
る
ヘ
レ
ス
ボ
ソ
ご
南
岸
の
ペ
ラ
ス
ゴ

イ
か
ら
推
測
す
る
ご
バ
ル
バ
ロ
ス
で
あ
る
O
φ
師
ち
彼
等

を
ヘ
ン
ネ
ス
で
あ
る
と
い
ひ
な
が
ら
、
彼
等
は
希
臓
話
を

談
ら
な
い
ビ
い
ふ
の
で
、
ヘ
ロ
ー
3
ト
ス
の
記
事
の
不
正
確

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
四
號
．
　
五
八
九

（S7）



　
　
　
　
ペ
ラ
ス
”
ゴ
ノ
・
（
吉
原
）

に
つ
い
て
議
論
が
生
す
る
。

　
然
し
こ
の
矛
盾
は
、
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
の
或
る
一
部
が
、
或

る
時
代
に
τ
7
ナ
イ
に
居
を
定
め
て
、
ヘ
レ
．
矛
ス
に
な
つ

π
こ
ご
を
考
ふ
れ
ば
容
易
に
氷
算
す
る
。
ア
イ
ヌ
入
が
日

本
語
を
話
さ
な
く
ε
も
、
日
本
人
だ
る
に
差
支
へ
広
い
…
樺
…

に
、
元
來
希
書
人
で
な
い
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
希
臓
語
を
話
さ

な
く
こ
も
、
ア
ク
ナ
イ
に
住
ん
で
か
ら
後
に
希
臓
人
ご
呼

ば
れ
て
少
し
も
差
支
へ
な
い
。

　
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
希
新
人
で
あ
る
か
、
或
は
非
器
飛
入
で

あ
る
か
に
つ
い
て
の
多
く
の
議
論
も
、
要
す
る
に
「
掛
る

時
代
」
を
考
へ
な
い
が
爲
に
惹
起
さ
れ
る
の
で
こ
の
或
る

蒔
代
を
限
度
ご
し
て
、
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
は
非
希
訴
人
で
あ
り
、

又
希
三
人
で
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
時
代

ε
は
い
つ
頃
か
ご
い
へ
ば
、
正
確
に
答
へ
得
ら
れ
な
い
。

然
し
少
く
ご
も
紀
元
前
一
千
年
以
上
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
ご
は
確
か
で
あ
ら
う
。
σ

．
へ
買
ド
｝
ス
は
爾
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
ヘ
レ
．
浮
ス
に
及
ぼ
せ

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
」
第
四
號
　
　
五
九
〇

る
影
響
に
つ
い
て
次
の
機
な
こ
ε
を
述
ぷ
η

　
希
職
人
が
ヘ
ル
メ
ス
の
像
を
た
て
る
の
は
、
ペ
ラ
ス
ゴ

イ
か
ら
學
ん
だ
の
で
あ
る
ご
し
、
㊤
叉
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
は
紳

に
犠
牲
所
一
幅
を
捧
げ
淀
が
、
紳
に
名
や
姿
を
與
へ
る
こ
ε

は
な
か
っ
た
。
た
や
萬
物
を
秩
序
正
し
く
整
備
し
給
ふ
が

故
に
、
紳
（
臣
。
9
「
整
頓
煮
ピ
繕
し
た
。
然
し
後
、
埃
及

か
ら
蝦
蟹
の
名
繕
を
入
れ
こ
れ
を
希
臓
人
に
傳
へ
た
ε
。
④

　
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
ビ
し
て
、
僅
か

に
此
位
の
記
事
し
か
な
い
。
し
か
も
全
然
信
用
し
て
し
ま

ふ
わ
け
に
も
い
か
ぬ
程
度
の
も
の
で
、
從
っ
て
歴
史
上
の

槽一

?
の
上
か
ら
い
へ
ば
、
べ
・
ラ
ス
ゴ
イ
は
ざ
る
に
足
ら
ぬ

も
の
で
あ
る
。

（6）　（5）　（4）　（3）　（2＞　（1）

H
‘
U
ひ
・

＜
員
H
．
嚢
．
ゆ
β
受
“
固
9
ダ

8
ご
δ
心
象
島
。
。
・
H
9
ρ

H
’
鴇
・

H
占
。
。
・

ピ
鴇
弓
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（7）（9＞　（S）

ア
・
グ
ナ
イ
、

涯
の
中
腹
か
ら
頂
上
李
地
の
下
部
に
至
る
段
丘
に
、
古
い

紐
ら
な
い
次
青
色
の
岩
塊
に
よ
っ
て
、
筋
雲
の
璽
壁
が
続

ら
さ
れ
て
み
る
。
σ
こ
れ
確
か
に
古
代
ア
ク
ロ
ポ
ソ
ス
城

壁
の
遣
跡
で
あ
る
。
こ
れ
は
ピ
シ
ス
ト
ラ
ッ
ス
時
代
に
も

な
ほ
、
櫓
脚
ご
し
て
役
立
つ
た
が
、
波
詫
人
に
略
取
さ

れ
、
其
後
キ
モ
ン
・
ペ
リ
ク
レ
ス
に
よ
る
ア
ク
ロ
ボ
ソ
ス

の
徹
底
的
修
理
の
際
残
籐
僅
少
に
な
る
ま
で
消
失
し
て
し
、

ま
っ
た
。
⑫
こ
の
受
業
を
ア
テ
ナ
イ
人
は
ペ
ラ
ル
ギ
コ
ン

（
団
㊦
貯
お
，
鱒
象
）
ご
陣
し
た
。
ご
う
し
て
ア
テ
ナ
イ
人
が
、

こ
の
石
園
を
ペ
ラ
ル
ギ
3
ン
ご
固
し
た
か
、
何
か
表
面
的

の
理
由
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
墜
ち
か
で
な
い
。

　
一
。
。
。
。
O
エ
レ
ウ
シ
ス
（
鰻
雲
ω
芭
獲
見
の
碑
彫
に
、
ペ
ラ
〃

　
　
　
　
ぺ
．
ラ
ス
ゴ
イ
（
嚢
塒
原
）

ゆ
鐸
藁
に
ケ
〃
ロ
ボ
ス
の
侵
入
た
甲
O
・
H
い
G
。
固
ぜ
す
る
後
エ
ソ
ク
テ

ナ
ス
來
住
し
て
ア
テ
ナ
イ
成
立
こ
の
時
代
た
指
す
わ
け
で
あ
ろ
。

H
同
願
鴇
・

騨
鴇
●

　
第
二
項
　
　
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
ご
ペ
ラ
ル
ギ
コ
ン

　
　
ァ
ク
ロ
ボ
ソ
ス
の
西
か
ら
北
に
か
け
て
、
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

ギ
コ
ン
の
綴
が
あ
）
．
ツ
キ
ヂ
デ
ス
H
り
一
“
に
も
み
う
る
6

然
し
ッ
キ
ヂ
デ
ス
の
一
本
に
は
、
ペ
ラ
ル
ギ
コ
ン
が
ペ
ラ

ス
ギ
コ
ン
に
な
っ
て
み
る
○
ひ
帥
ち
ペ
ラ
ル
ギ
コ
ン
が
何

時
の
間
に
か
、
ペ
ラ
ス
ギ
コ
ン
に
轄
聡
さ
れ
て
る
る
。

　
元
吉
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
ア
ッ
チ
カ
に
存
在
し
た
ご
す
る
記

事
を
も
の
し
た
最
初
の
入
は
、
へ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
れ
ば
、

、
・
、
レ
ト
ス
の
人
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
で
あ
る
Q
φ
彼
は
所
謂
ロ

ゴ
ポ
イ
オ
イ
で
知
識
慾
駐
盛
に
し
て
、
學
術
的
研
究
を
求

め
だ
し
た
時
代
の
先
駆
者
で
ほ
“
ヘ
ロ
ド
ト
ス
ご
同
時
代

の
人
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
名
前
を
歴
史
的
に
研
究
説
明
す

る
こ
ε
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
先
移
民
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
の
築

造
に
よ
る
ざ
確
認
し
、
彼
は
ペ
ラ
ス
ギ
コ
ソ
ご
墾
化
さ
し

た
。
（
6
　
こ
れ
が
縛
欝
の
始
め
で
あ
ら
う
◎

　
か
く
て
ア
ク
ナ
イ
入
は
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
ア
ッ
チ
カ
に
居

住
し
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
城
壁
を
築
い
た
こ
い
ふ
こ
ご
に

關
し
て
は
、
へ
ヵ
タ
イ
ォ
ス
を
信
じ
だ
。
自
信
強
き
、
へ

ロ
ー
3
ト
ス
さ
へ
、
こ
れ
に
賛
成
し
た
。
然
し
ペ
ラ
ス
ギ
コ

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
四
號
　
　
五
九
一
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・
ぺ
縄
ラ
ス
ゴ
イ
（
吉
原
）

ソ
の
名
繕
の
起
涼
に
つ
い
て
は
、
ア
タ
ナ
イ
入
は
ヘ
カ
タ

イ
ォ
ス
の
説
を
逆
に
、
ペ
ラ
ル
ギ
コ
ン
に
よ
っ
て
、
ペ
ラ

ス
ゴ
ィ
を
説
明
せ
ん
ご
す
る
。
帥
ち
ペ
ラ
ス
ゴ
ィ
は
度
々

の
移
動
の
故
に
鶴
（
℃
○
貯
お
．
o
醐
）
ご
渾
名
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

ペ
ラ
ス
ゴ
イ
の
名
が
生
じ
だ
こ
言
ふ
。
σ
何
れ
に
し
て
も

ペ
ラ
ス
ゴ
イ
ピ
ペ
ラ
ル
ギ
コ
ン
こ
の
間
に
關
係
の
存
す
る

こ
ご
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（4）　（3）　（2）　Cl（7）　c6）　（5）

局
幽
．
該
£
2
”
G
Q
．
9
冨
　
”
蔓
．
H
ひ
争
劉

H
び
置
●
　
　
　
　
の
．
O
。

噂
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

刻
亀
銘
謎
謬
U
一
〇
・
。
o
σ
。
窪
ρ
旨
μ
3
頃
。
ず
。
。
σ
q
ぎ
冨
蜜
葛
窪
］
．
o
《
o
雰
灘

∩門

ｰ
O
蜀
①
『
㎝
q
罫
昌
q
門
O
誕
コ
島
．

　
　
　
σ
　
　
　
　
　
σ

鵠
窪
。
幽
9
【
炉
く
H
．
ご
メ

之
醸
O
二
¢
昌
・

H
び
賦
噛
の
．
H
恥
●

　
　
　
　
第
ご
一
項
　
　
ペ
ラ
ス
’
ゴ
イ
ご
エ
ト
ル
ス
キ

謡
二
寄
に
よ
れ
ば
、
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
ヒ
メ
ッ
・
ス
山
麓

に
於
て
、
ア
テ
ナ
イ
人
に
よ
り
與
へ
ら
れ
た
土
地
を
耕
作

し
て
み
た
こ
ε
が
述
べ
ら
れ
て
み
る
。
σ
そ
し
て
か
つ
て

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
五
九
二

不
毛
で
あ
っ
た
土
地
が
、
良
耕
地
ざ
な
っ
た
の
を
み
て
、

ア
テ
ナ
イ
入
は
彼
等
を
追
放
し
た
Q
然
し
ア
ヲ
ナ
イ
人
自

身
の
言
ふ
ご
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
正
念
に
行
器
し
た
の
で
あ

る
ご
。
郎
↓
b
エ
ン
ネ
ア
ク
ル
ウ
ノ
ス
（
飽
田
ρ
昌
O
巴
q
O
¢
p
O
ω
）
に

水
汲
み
に
出
か
け
る
ア
テ
ナ
イ
の
男
女
の
子
供
に
註
し

て
、
屡
，
暴
行
を
加
へ
π
。
の
み
な
ら
す
途
に
ア
テ
ナ
イ

を
集
奪
ぜ
ん
ご
す
る
計
豊
が
暴
露
さ
る
、
に
及
び
、
此
地

の
退
去
を
求
め
π
。
そ
こ
で
彼
等
は
レ
ム
ノ
ス
島
に
新
住

地
を
求
め
、
同
島
の
先
住
民
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
ッ
（
》
お
。
舞
暮
。
。
）

の
子
孫
ミ
ニ
ァ
イ
（
鼠
貯
団
き
を
ス
．
ハ
ル
タ
の
方
へ
追
ふ

た
。
⑫
そ
し
て
ア
ラ
ナ
イ
人
に
復
讐
す
る
爲
、
プ
ラ
ウ
質

ン
（
b
d
養
霞
曾
）
に
於
け
る
デ
イ
ァ
ナ
祭
典
に
待
伏
せ
、
ア

タ
ナ
イ
の
女
達
を
レ
ム
ノ
ス
に
連
れ
鰭
つ
た
。
0
其
後
如

何
に
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
の
勇
將
ミ
ル
チ
ア
デ
ス
に
再
び
レ

ム
ノ
ス
を
追
は
れ
た
か
は
く
H
．
部
。
。
－
二
〇
に
述
べ
て
あ
る

が
、
あ
ま
り
に
物
語
的
傳
説
的
で
、
歴
史
内
容
の
乏
し
き

も
の
こ
思
へ
る
。
そ
れ
は
兎
に
角
レ
ム
ノ
ス
の
住
民
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
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い
て
他
の
文
献
を
求
む
れ
ば
、
エ
ホ
ォ
ロ
ス
（
国
憲
○
δ
ω
）

は
レ
ム
ノ
ス
の
住
民
を
グ
イ
ル
セ
ノ
イ
（
↓
旨
。
・
曾
9
こ
い

ふ
。　

プ
ル
タ
ー
ク
は
、
ミ
ニ
ア
イ
ご
混
合
し
た
テ
イ
ル
セ
ノ

ィ
と
し
、
ア
ポ
ロ
ニ
ゥ
ス
・
ロ
ー
ド
ス
（
諺
℃
o
ま
三
器
㌍

ゲ
。
無
。
ω
）
は
、
ミ
ニ
ァ
イ
が
テ
イ
ル
セ
ノ
イ
に
追
は
れ
て
、

ス
パ
ル
タ
に
赴
き
、
ラ
ラ
（
8
財
①
影
）
を
た
て
た
こ
す
る
。
¢

ホ
メ
ロ
ス
に
は
、
シ
ン
ク
イ
エ
ス
（
Q
Q
圃
p
瓜
㊦
ω
）
が
居
る
。
σ
フ

・
イ
ロ
コ
ロ
ス
（
　
勺
げ
律
O
o
び
O
憎
○
ω
）
は
シ
ン
タ
イ
エ
ス
・
を
ペ
ラ
ス

ゴ
イ
及
び
プ
イ
ル
セ
ノ
イ
ご
同
一
出
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ロ
ン

掠
奪
の
故
に
輿
へ
ら
れ
た
渾
名
。
・
ぎ
Φ
○
夢
鉱
か
ら
來
た
ご
説

明
す
る
。
ツ
キ
ヂ
デ
ス
も
亦
、
ト
ラ
キ
ヤ
の
或
る
地
方
に

居
る
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
は
、
ア
タ
ナ
イ
、
レ
ム
ノ
ス
に
居
た
プ

イ
ル
セ
ノ
イ
か
ら
出
だ
こ
い
ふ
。
φ

　
以
上
に
よ
り
大
膿
想
像
出
挙
る
如
く
、
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
ご

プ
イ
ル
セ
ノ
イ
ご
は
、
一
般
に
混
用
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の

民
族
は
同
一
の
も
の
か
、
そ
れ
に
近
い
も
の
ε
み
な
さ
れ

　
　
　
　
ぺ
盟
フ
ス
ゴ
》
4
（
吉
原
）

て
る
る
。
そ
う
す
る
こ
こ
、
に
問
題
が
生
す
る
。

　
古
代
イ
タ
リ
ア
の
住
民
エ
ト
ル
ス
キ
（
国
章
霧
3
は
衣
紋

人
に
は
、
テ
イ
ル
セ
ノ
イ
ご
呼
ば
れ
て
み
る
。
故
に
ペ
ラ

ス
ゴ
イ
ご
エ
ト
ル
ス
キ
が
同
一
民
族
か
そ
れ
に
近
い
も
の

に
な
っ
て
停
る
ご
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
見
を
代
表

す
る
も
の
は
ヘ
ラ
ニ
コ
ス
（
国
巴
き
岸
。
巴
で
あ
る
。
彼
は

希
古
人
に
よ
っ
て
、
追
放
さ
れ
だ
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
、
イ
タ

リ
ア
に
到
っ
て
、
名
を
ラ
イ
ル
セ
ノ
イ
ε
墾
へ
、
エ
ト
ル

フ
ア
を
見
出
し
た
ご
す
る
○
σ
彼
に
よ
れ
ば
ペ
ラ
ス
ゴ
イ

ご
ナ
イ
ル
セ
ノ
イ
と
エ
ト
ル
ス
キ
ご
は
同
一
民
族
の
だ
い

名
を
憂
更
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
叉
ア
ン
ナ
イ
ク
レ
イ
デ
ス
（
｝
暮
葬
δ
鐘
①
ω
）
は
ペ
ラ
ス
ゴ

イ
を
レ
ム
ノ
ス
・
イ
ン
プ
ロ
ス
等
に
植
民
さ
せ
、
そ
れ
か

ら
彼
等
の
一
部
ア
ク
イ
ス
（
｝
¢
ψ
）
の
子
プ
イ
ル
ヘ
ノ
ス

（、

g
因
島
①
8
の
）
を
一
風
に
イ
タ
リ
ア
ε
聯
A
買
さ
せ
る
。
㊤

　
然
る
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
こ
の
問
題
を
如
何
に
考
へ
た

か
ご
い
ふ
に
、
ラ
イ
ル
セ
ノ
イ
ご
は
ソ
デ
イ
ア
入
（
い
旨
冨
）

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
　
第
四
號
　
　
五
九
三
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ペ
ラ
ス
ゴ
イ
（
吉
原
）

・
が
多
年
の
飢
健
に
苦
し
み
、
そ
の
一
部
が
王
ア
ク
イ
ス
の

子
テ
イ
ル
セ
ノ
ス
の
下
に
、
ウ
ム
ブ
リ
ァ
地
方
に
移
住
し

て
、
ラ
イ
ル
セ
ノ
イ
ご
欝
も
た
こ
い
ふ
。
帥
ち
彼
に
よ
れ

ば
一
見
、
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
ε
ラ
イ
ル
セ
ノ
イ
師
即
エ
ト
ル
ス
キ

ビ
は
開
聯
が
な
い
様
で
あ
る
。
然
し
リ
デ
イ
ァ
方
面
は
ペ

ラ
ス
ゴ
イ
ε
全
然
關
係
な
い
ご
は
言
は
れ
な
い
。
第
一
章

に
於
て
、
ホ
メ
ロ
ス
に
現
は
れ
た
べ
ラ
ス
ゴ
イ
を
キ
イ
メ

附
近
に
結
び
つ
け
た
。
即
ソ
デ
イ
ァ
地
方
に
ペ
ラ
ス
ゴ
イ

を
み
だ
の
で
あ
る
。
故
に
エ
ト
ル
ス
キ
が
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
ご

同
一
民
族
ご
は
言
へ
な
い
が
、
多
少
の
醐
係
あ
る
こ
と
は

い
へ
る
。

　
爾
こ
れ
に
つ
い
て
レ
プ
シ
ウ
ス
（
ド
⑦
℃
ψ
貯
も
・
）
は
ユ
ト
ル

ス
キ
の
文
明
は
、
プ
イ
ル
セ
ノ
イ
・
ペ
ラ
ス
ゴ
．
イ
に
臥
す

べ
き
も
の
ご
し
、
ア
ド
リ
ア
テ
イ
ツ
頸
部
か
ら
そ
タ
ソ
ァ

に
入
）
、
ボ
ー
河
ロ
方
面
に
植
民
し
、
ア
ペ
ニ
ン
山
賑
を

越
え
、
エ
ト
ル
ツ
ア
を
占
領
し
、
ウ
ム
ブ
ソ
ァ
を
征
服
し

た
。
そ
し
て
こ
の
ウ
ム
ブ
ァ
人
ε
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
ε
の
融
合

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
四
號
　
　
内
五
九
四

に
よ
り
エ
ト
ル
ス
キ
を
形
成
す
る
ε
。

　
又
セ
ル
ギ
（
ω
①
赦
）
は
エ
ト
ル
ス
キ
を
以
て
、
r
後
の
ペ
ラ

ス
ゴ
イ
ご
し
、
希
騒
に
止
れ
る
史
前
の
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
よ
り

時
代
の
遅
れ
た
も
の
こ
し
、
大
豆
へ
買
ド
ト
ス
の
説
に
賛

成
し
て
小
豆
起
原
説
を
探
り
ペ
ラ
ス
ゴ
イ
が
ウ
ム
ブ
ソ
ア

人
ご
混
和
し
π
も
の
ご
す
る
。
．
蓋
し
最
も
堂
守
な
説
で
あ

ら
》
フ
。

（1）（9）　（8）　（7）　（6）　（5）　“1）　（3）　C2）

b
づ
葛
蔓
民
今
迄
ア
ク
ロ
ボ
”
ス
な
べ
ラ
ス
ゴ
イ
ば
占
領
し
て
ゐ
六
が
、

ケ
ク
ロ
濯
ス
の
侵
入
に
よ
り
こ
の
方
面
に
し
り
ぞ
い
カ
ビ
み
る
》
・

H
ひ
楽
．

＜
H
●
H
9
3
M
・
　
H
＜
●
H
轟
い
・

＜
H
・
困
ω
。
。
．

国
畠
・
試
O
鴇
。
コ
困
O
G
O
●

屡
●
H
●
詠
O
轟
・
○
畠
・
＜
目
H
囲
．
い
O
轟
・

8
げ
【
お
・
H
＜
．
H
O
ρ

守
．
H
●
梅
岩
⑳
諺
2
回
3
団
尻
π
9
．
言
。
箋
諺
O
簑
0
8
遷
ヨ
リ
鱒
夢
頓
．

ω
嘗
ρ
び
9
＜
．
い
．
や

H
．
O
轟
．
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